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は
じ
め
に

　

二
〇
〇
二
年
三
月
、
国
レ
ベ
ル
で
の
同
和
対

策
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、各
方
面
で﹁
同

和
﹂
か
ら
﹁
人
権
﹂
へ
の
政
策
転
換
が
は
か
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
行
政
を
中
心
に
行
わ
れ

て
き
た
膨
大
な
数
の
部
落
問
題
に
関
す
る
意
識

調
査
に
お
い
て
も
、﹁
同
和
問
題
に
関
す
る
意

識
調
査
﹂
か
ら
﹁
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
調

査
﹂
へ
と
課
題
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

本
稿
は
、
転
換
期
を
迎
え
た
二
〇
〇
〇
年
か

ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
府
県
・
政
令
指
定
都
市

で
行
わ
れ
た
、
部
落
問
題
を
含
む
意
識
調
査
に

つ
い
て
、
調
査
枠
組
み
お
よ
び
調
査
結
果
に
関

す
る
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
。

一　

調
査
枠
組
み
の
変
化

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
近
年
、﹁
同
和
問
題
に

関
す
る
意
識
調
査
﹂
か
ら
、﹁
人
権
問
題
に
関

す
る
意
識
調
査
﹂
へ
と
調
査
枠
組
み
の
変
化
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
部
落
問

題
を
含
め
、
広
く
人
権
諸
課
題
に
取
り
組
む
た

め
の﹁
人
権
擁
護
施
策
推
進
法
﹂（
一
九
九
六
年
）

や
﹁
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す

る
法
律
﹂（
二
〇
〇
〇
年
）
の
制
定
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
は
、
法
を
効
果
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
二
〇
〇
二
年
に
﹃
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
﹄
を
と
り
ま
と

め
た
が
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
各
人
権
課

題
（
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
・
同

和
問
題
・
ア
イ
ヌ
・
外
国
人
・
患
者
・
刑
を
終

え
て
出
所
し
た
人
・
犯
罪
被
害
者
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
）
に
し
た
が
っ
て
、

内
閣
府
に
よ
る
﹁
人
権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調

査
﹂（
二
〇
〇
三
年
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
調
査
は
、
各
自
治
体
が
行
う
意
識
調
査
の
枠

組
み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
二
〇
〇
〇
年
以

降
に
行
わ
れ
て
い
る
意
識
調
査
は
、
①
従
来
型

の
部
落
問
題
を
中
心
と
し
た
意
識
調
査
、
②
他

の
人
権
問
題
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
少

な
く
と
も
部
落
出
身
者
に
対
す
る
忌
避
的
態
度

を
と
り
あ
げ
る
な
ど
部
落
問
題
に
ウ
ェ
イ
ト
を

置
い
て
い
る
人
権
意
識
調
査
、
③
部
落
問
題
を

単
に
人
権
問
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
人

権
意
識
調
査
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
分
類
結

果
は
文
献
一
覧
に
整
理
し
て
あ
る
の
で
、
そ
ち

ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

二
〇
〇
〇
年
以
降
も
多
く
の
部
落
問
題
を
取

り
あ
げ
た
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、

先
述
し
た
﹃
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本

計
画
﹄
や
、
部
落
問
題
意
識
の
実
態
把
握
を
要

請
す
る
各
地
方
自
治
体
の
人
権
条
例
の
施
行
が
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あ
る
と
考
え
ら
れ
、
運
動
の
成
果
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
③
に
分
類
さ

れ
る
調
査
は
、
部
落
問
題
に
関
す
る
質
問
項
目

が
二
～
五
問
と
極
め
て
少
な
く
、
意
識
調
査
の

そ
も
そ
も
の
目
的
で
あ
る
心
理
的
差
別
の
現
状

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
ま

た
、
②
の
調
査
も
、
部
落
問
題
以
外
の
人
権
課

題
に
つ
い
て
は
二
～
三
の
調
査
項
目
に
と
ど
ま

る
こ
と
が
多
く
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
人

権
課
題
を
深
く
追
究
で
き
る
調
査
枠
組
み
と
は

な
っ
て
い
な
い
。

二　

意
識
調
査
結
果
の
特
徴

　

本
節
で
は
、
意
識
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、

各
地
域
で
の
意
識
の
経
年
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ

概
観
す
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
簡
単
な
紹
介
し

か
行
え
な
い
が
、
意
識
調
査
結
果
に
つ
い
て
は

調
査
ご
と
に
質
問
文
・
選
択
肢
が
異
な
る
こ
と

が
多
く
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る（

１
）。

　

１　

部
落
問
題
の
解
決
策

　

部
落
問
題
の
解
決
策
（
三
つ
以
内
の
複
数
回

答
）
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
﹁
寝
た
子
を

起
こ
す
な
論
﹂
や
﹁
部
落
分
散
論
﹂
が
一
定
の

割
合
で
見
ら
れ
る
。

　
﹁
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は
な
く
な
る
﹂

な
ど
に
代
表
さ
れ
る﹁
寝
た
子
を
起
こ
す
な
論
﹂

は
、
お
お
よ
そ
二
割
～
四
割
（
栃
木
県
三
七
・

七
％
、群
馬
県
四
三
・
六
％
、神
奈
川
県
三
八
・

〇
％
、
川
崎
市
二
八
・
六
％
、
石
川
県
二
五
・

五
％
、
岐
阜
県
二
一
・
三
％
、
愛
知
県
一
八
・

五
％
、
徳
島
県
三
六
・
六
％
、
長
崎
県
三
〇
・

八
％︿
東
か
ら
順
に
。
以
下
同
じ
﹀）、﹁
分
散
論
﹂

は
お
よ
そ
一
割
～
四
割（
栃
木
県
二
四
・
二
％
、

群
馬
県
一
三
・
〇
％
、神
奈
川
県
二
五
・
一
％
、

川
崎
市
三
九
・
二
％
、
石
川
県
三
二
・
五
％
、

愛
知
県
二
六
・
一
％
、
徳
島
県
二
四
・
一
％
、

北
九
州
市
三
〇
・
五
％
、長
崎
県
二
一
・
九
％
）

を
占
め
て
い
る
。

　

大
阪
府
民
の
意
識
調
査
で
は
、﹁
そ
っ
と
し

て
お
け
ば
自
然
に
﹃
差
別
﹄
は
な
く
な
る
﹂
と

の
選
択
肢
に
つ
い
て
﹁
非
常
に
重
要
﹂
と
﹁
や

や
重
要
﹂
と
回
答
し
た
人
を
両
方
合
わ
せ
る
と

三
六
・
九
％
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、﹁
同
和

地
区
住
民
が
差
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
も
っ
と
努

力
す
る
﹂
と
の
選
択
肢
に
つ
い
て
﹁
非
常
に
重

要
﹂
と
﹁
や
や
重
要
﹂
と
回
答
し
た
人
を
両
方

合
わ
せ
る
と
四
八
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

２　

忌
避
的
態
度
︵
結
婚
・
土
地
︶

　

結
婚
を
め
ぐ
る
部
落
出
身
者
に
対
す
る
忌
避

的
態
度
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
、
仮
に
子
ど

も
の
結
婚
相
手
が
部
落
出
身
者
で
あ
っ
た
場
合

に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
の
か
を
た
ず
ね
る

項
目
が
あ
る
。﹁
絶
対
に
結
婚
を
認
め
な
い（
さ

せ
な
い
）﹂
の
割
合
は
い
ず
れ
に
自
治
体
に
お

い
て
も
一
割
に
満
た
な
い
が
（
栃
木
県
二
・
二

％
、
神
奈
川
県
二
・
二
％
、
名
古
屋
市
二
・
六

％
、兵
庫
県
四
・
一
％
、和
歌
山
県
二
・
一
％
、

徳
島
県
五
・
二
％
、
北
九
州
市
七
・
八
％
、
佐

賀
県
二
・
八
％
、
長
崎
県
二
・
六
％
、
熊
本
県

三
・
四
％
、
鹿
児
島
県
二
・
六
％
）、﹁
子
ど
も

の
意
思
を
尊
重
す
る
﹂
割
合
は
四
～
七
割
（
栃

木
県
五
九
・
八
％
、
神
奈
川
県
六
一
・
六
％
、

名
古
屋
市
四
五
・
〇
％
、兵
庫
県
四
五
・
六
％
、

和
歌
山
県
六
二
・
五
％
、徳
島
県
四
三
・
二
％
、

北
九
州
市
四
〇
・
三
％
、佐
賀
県
七
〇
・
九
％
、

長
崎
県
七
二
・
八
％
、
熊
本
県
六
二
・
五
％
、

鹿
児
島
県
五
一
・
六
％
）
と
地
域
に
よ
っ
て
か

な
り
の
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
重
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県
で
は
質
問
文
・
選
択
肢
が
異
な
り
、﹁
考
え

な
お
す
よ
う
に
言
う
﹂
が
九
・
二
％
（
前
回
一

〇
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
回
と
比
較

し
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

土
地
差
別
に
つ
い
て
は
や
や
強
化
さ
れ
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
手
頃
な
家
を
見
つ
け
た
の
で

買
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
同
和
地
区
が
通
学
区

域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
に
家
を
買
う

の
を
見
合
わ
せ
た
と
い
う
例
示
に
対
し
、﹁
差

別
だ
と
思
う
﹂
割
合
は
、
福
岡
県
で
は
四
八
・

二
％
（
前
回
四
六
・
四
％
、
前
々
回
五
一
・
四

％
）と
変
化
が
見
ら
れ
ず
、徳
島
県
で
は
四
五
・

二
％
（
前
回
五
五
・
九
％
）
と
、
前
回
調
査
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
重
県
で
は

﹁
い
く
ら
条
件
が
よ
く
て
も
買
い
た
く
な
い
﹂

が
二
六
・
一
％（
前
回
二
七
・
六
％
）で
あ
り
、

前
回
と
比
較
し
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な

い
。

　

３　

関
心
あ
る
人
権
問
題

　

関
心
あ
る
人
権
問
題（
複
数
回
答
）と
し
て
、

同
和
問
題
を
あ
げ
る
割
合
は
地
域
に
よ
っ
て
大

き
な
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
半

数
に
達
し
て
い
な
い
（
富
山
県
七
・
二
％
、
石

川
県
一
九
・
〇
％
、
岐
阜
県
一
二
・
〇
％
、
高

知
県
四
五
・
四
％
、
北
九
州
市
三
二
・
二
％
、

佐
賀
県
三
〇
・
八
％
、
長
崎
県
一
五
・
二
％
、

熊
本
県
二
四
・
六
％
、
大
分
県
一
六
・
九
％
、

鹿
児
島
県
二
八
・
五
％
）。
ま
た
、
前
回
調
査

と
比
較
し
て
関
心
が
顕
著
に
低
下
す
る
傾
向

が
、
神
奈
川
県
二
一
・
一
％
（
前
回
三
〇
・
四

％
）、
川
崎
市
一
六
・
〇
％
（
前
回
三
一
・
四

％
、）、
長
崎
県
一
三
・
〇
％
（
前
回
二
七
・
七

％
）
な
ど
の
地
域
で
見
ら
れ
る
。

　

４　

特
別
施
策
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
特
別
対
策
に
対
し

て
は
、
一
定
の
批
判
が
見
ら
れ
る
。
鳥
取
県
で

は
、﹁
同
和
地
区
だ
け
に
、
こ
と
さ
ら
特
別
対

策
を
す
る
こ
と
自
体
お
か
し
い
﹂
と
し
た
回
答

が
三
二
・
五
％
（
前
回
三
二
・
三
％
）、
福
岡

県
で
は
、﹁
特
別
な
対
策
を
す
る
こ
と
自
体
が

﹃
差
別
﹄
だ
﹂
と
い
う
意
見
に
対
し
、﹁
そ
う
思

う
﹂が
四
九
・
七
％（
前
回
五
〇
・
一
％
）と
、

ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
大
阪
で
は
、
同

和
地
区
出
身
者
に
対
す
る
差
別
の
原
因
と
し
て

﹁
同
和
地
区
だ
け
に
特
別
の
対
策
を
行
う
か
ら
﹂

を
あ
げ
る
割
合
が
四
九
・
九
％
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。

　

５　

教
育
・
啓
発
に
つ
い
て

　

教
育
や
啓
発
は
部
落
解
放
に
向
け
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
教

育
や
啓
発
の
実
施
に
対
す
る
批
判
が
一
～
二
割

見
ら
れ
る
。
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、﹁
や
る

べ
き
で
な
い
﹂
栃
木
県
一
〇
・
七
％
、
同
和
教

育
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
、﹁
や
る
べ
き

で
な
い
﹂
神
奈
川
県
九
・
八
％
、
川
崎
市
八
・

八
％
、
栃
木
県
一
四
・
五
％
、﹁
や
ら
な
い
方

が
よ
い
﹂徳
島
県
一
三
・
四
％
、福
岡
県
一
二
・

六
％
、﹁
問
題
を
大
き
く
す
る
﹂
和
歌
山
県
一

九
・
四
％
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
徳
島
県
で
は

﹁
今
後
の
同
和
問
題
の
教
育
や
啓
発
の
あ
り
方

に
つ
い
て
﹂
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、﹁
人
権

問
題
全
体
の
一
環
と
し
て
行
う
﹂
と
の
回
答
が

四
五
・
二
％
、﹁
他
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
も

積
極
的
に
行
う
﹂
が
一
七
・
六
％
、﹁
同
和
問

題
に
つ
い
て
は
特
に
重
点
的
に
行
う
﹂
が
三
・

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
大
阪
府
で
は
﹁
同
和
問

題
学
習
を
受
け
た
感
想
﹂
に
つ
い
て
、﹁
受
け

て
よ
か
っ
た
﹂が
五
一
・
〇
％
で
あ
る
も
の
の
、

﹁
内
容
を
改
善
す
べ
き
と
思
う
﹂
が
二
六
・
一
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％
、﹁
受
け
な
い
方
が
よ
か
っ
た
﹂
が
七
・
二

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

６　

講
演
会
・
研
修
会
へ
の
参
加

　

長
年
に
わ
た
っ
て
同
和
問
題
や
人
権
問
題
に

関
す
る
講
演
会
や
研
修
会
が
実
施
さ
れ
て
き
た

が
、
一
度
も
そ
れ
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

は
多
い
。
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
割
合
は
、﹁
同

和
問
題
﹂
に
関
す
る
も
の
に
限
る
と
、
お
よ
そ

三
～
八
割
（
神
奈
川
県
七
六
・
八
％
、
川
崎
市

七
九
・
九
％
、
群
馬
県
七
五
・
四
％
、
名
古
屋

市
七
九
・
五
％
、
鳥
取
県
三
二
・
四
％
、
徳
島

県
四
七
・
一
％
、
香
川
県
五
八
・
一
％
、
長
崎

県
七
二
・
四
％
）
と
、
地
域
ご
と
に
大
き
な
ば

ら
つ
き
が
あ
る
。﹁
人
権
問
題
﹂
に
つ
い
て
は

お
よ
そ
五
～
九
割
（
群
馬
県
七
五
・
四
％
、
静

岡
県
七
二
・
一
％
、
富
山
県
八
五
・
八
％
、
石

川
県
四
七
・
七
％
、
愛
知
県
六
七
・
六
％
、
和

歌
山
県
四
八
・
六
％
、
大
分
県
五
二
・
七
％
、

鹿
児
島
県
五
二
・
〇
％
）
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
に
お
け
る
同
和
問
題
の
学

習
状
況
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
福
岡
県
で
は
、

﹁
受
け
た
こ
と
は
な
い
﹂
と
回
答
し
た
割
合
は

三
九
・
九
％
、
大
阪
府
で
も
同
和
問
題
の
学
習

状
況（
学
校
教
育
を
含
む
）を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

二
七
・
三
％
が
﹁
受
け
た
こ
と
は
な
い
﹂
と
な

っ
て
お
り
、
同
和
問
題
学
習
を
し
た
こ
と
が
な

い
人
も
少
な
く
な
い
。

　

研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
人
の
意

識
は
肯
定
的
で
あ
る
。
鳥
取
県
で
は
、﹁
子
ど

も
の
結
婚
相
手
に
身
元
調
査
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
﹂、
講
演
会
・
研
修
会
参
加
状
況
別
に
み

た
と
き
否
定
的
な
回
答
率
は
、﹁
一
〇
回
以
上
﹂

で
は
六
〇
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
、﹁
参
加

し
た
こ
と
が
な
い
﹂
で
は
四
〇
・
二
％
と
な
っ

て
い
る
。
同
様
に
﹁
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め

に
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
﹂
に
つ
い
て
の
回
答

状
況
を
見
る
と
、﹁
そ
う
思
う
﹂
が
﹁
一
〇
回

以
上
﹂で
は
七
一
・
六
％
で
あ
る
の
に
対
し﹁
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
﹂
で
は
三
四
・
六
％
と
大

き
な
開
き
が
見
ら
れ
る
。

　

大
分
県
で
は
﹁
子
ど
も
の
結
婚
相
手
が
同
和

地
区
出
身
で
あ
っ
た
場
合
﹂
の
態
度
と
し
て
、

講
演
会
へ
の
参
加
が
三
回
以
上
の
層
で
は
﹁
同

和
地
区
の
人
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
関
係
は

な
い
、
そ
の
こ
と
で
反
対
は
し
な
い
﹂
の
割
合

が
四
四
・
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
参
加
し
た

こ
と
が
な
い
層
で
は
三
一
・
五
％
と
な
っ
て
い

る
。
北
九
州
市
で
も
、
講
演
会
へ
の
参
加
が
一

〇
回
以
上
の
層
で
は﹁
子
ど
も
の
意
思
を
尊
重
﹂

が
五
八
・
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
参
加
し
た

こ
と
が
な
い
層
で
は
三
六
・
九
％
と
な
っ
て
い

る
。

　

７　

人
権
に
関
す
る
認
知
状
況

　

人
権
条
例
や
、
国
際
人
権
に
つ
い
て
の
認
知

度
は
高
く
は
な
い
。
た
と
え
ば
大
阪
府
で
は
、

大
阪
府
﹁
人
権
条
例
﹂
に
つ
い
て
﹁
内
容
も
よ

く
知
っ
て
い
る
﹂
と
回
答
し
た
割
合
が
三
・
〇

％
、﹁
名
称
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
﹂は
二
七
・

五
％
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、﹁
部
落
差
別
調
査

等
規
制
等
条
例
﹂
に
つ
い
て
も
﹁
内
容
も
よ
く

知
っ
て
い
る
﹂と
回
答
し
た
割
合
は
五
・
六
％
、

﹁
名
称
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
﹂
は
二
八
・
六

％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、﹁
内
容
も
よ
く
知

っ
て
い
る
﹂
と
の
回
答
を
見
て
み
る
と
、﹁
国

際
人
権
規
約
﹂
に
つ
い
て
は
七
・
六
％
、﹁
人

権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
﹂
に
つ
い
て
は

二
・
六
％
で
あ
る
。

　

徳
島
県
で
も
、
県
の
﹁
部
落
差
別
調
査
規
制

条
例
﹂
に
つ
い
て
﹁
内
容
も
よ
く
知
っ
て
い
る
﹂

と
回
答
し
た
割
合
は
四
・
〇
％
、﹁
内
容
は
少
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し
知
っ
て
い
る
﹂
は
一
三
・
二
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
ほ
か
、﹁
知
っ
て
い
る
﹂
割
合
は
﹁
国

際
人
権
規
約
﹂
一
三
・
四
％
、﹁
人
種
差
別
撤

廃
条
約
﹂
二
六
・
七
％
、﹁
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
一
〇
年
﹂一
一
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

８　

ま
ち
づ
く
り
の
視
点

　

部
落
差
別
を
撤
廃
し
て
い
く
う
え
で
、﹁
ま

ち
づ
く
り
﹂
を
は
じ
め
と
し
た
部
落
と
部
落
外

と
の
積
極
的
な
協
働
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
積
極

的
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
大
阪
府
の

意
識
調
査
で
は
、
部
落
を
含
む
校
区
の
住
民
の

方
が
、
そ
う
で
な
い
校
区
の
住
民
よ
り
も
部
落

へ
の
忌
避
意
識
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

京
都
市
や
三
重
県
の
意
識
調
査
に
お
い
て
も
、

部
落
出
身
の
人
と
の
つ
き
あ
い
が
あ
る
人
の
方

が
、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
も
部
落
へ
の
忌
避
意

識
が
弱
い
と
い
う
結
果
が
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇

五
年
以
降
も
大
阪
府
・
大
阪
市
・
鳥
取
県
・
名

古
屋
市
・
京
都
市
な
ど
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
の

調
査
に
引
き
続
き
部
落
問
題
を
中
心
と
し
た
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
鳥
取

県
や
名
古
屋
市
で
は
、﹁
人
権
に
関
す
る
意
識

調
査
﹂
を
行
い
つ
つ
、﹁
同
和
問
題
に
関
す
る

意
識
調
査
﹂
も
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人

権
問
題
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
を
丹
念
に
把
握
し
、
分
析
を
行
う
た

め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
対
す
る
固
有
の

調
査
が
求
め
ら
れ
る
。
近
年
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
意
識
調
査
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
部
落
問
題
・
男
女
共
同
参
画

の
み
な
ら
ず
、
個
別
の
人
権
課
題
を
把
握
す
る

た
め
の
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

注（
１
）
な
お
、
本
稿
で
紹
介
す
る
鳥
取
県
は
、
鳥

取
県
（
二
〇
〇
一
）
の
結
果
で
あ
る
。

文
献
一
覧

①
従
来
型
の
部
落
問
題
を
中
心
と
し
た
意
識
調

査
和
歌
山
県
﹃
同
和
問
題
に
関
す
る
和
歌
山
県
民

の
意
識　

意
識
調
査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
一
）

名
古
屋
市
﹃
同
和
問
題
と
市
民
の
意
識　

意
識

調
査
結
果
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
一
）

香
川
県
﹃
同
和
問
題
意
識
調
査
報
告
書
﹄（
二

〇
〇
一
）

川
崎
市
﹃
人
権
と
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
市
民

意
識
調
査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
一
）

鳥
取
県
﹃
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
県
民
意
識
調

査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
一
）

大
阪
府
﹃
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
実
態
等

調
査
（
府
民
意
識
調
査
）﹄（
二
〇
〇
一
）

大
阪
市
﹃
同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
実
態
等

調
査
（
市
民
意
識
調
査
）﹄（
二
〇
〇
一
）

神
奈
川
県
﹃
人
権
と
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
意

識
調
査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
二
）

徳
島
県
﹃
同
和
地
区
実
態
把
握
等
調
査
（
県
民

意
識
調
査
）
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
二
）

福
岡
県
﹃
人
権
同
和
問
題
と
県
民
の
意
識
﹄（
二

〇
〇
三
）

②
部
落
問
題
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
い
る
人
権

意
識
調
査

栃
木
県
﹃
栃
木
県
人
権
同
和
問
題
意
識
調
査
報

告
書
﹄（
二
〇
〇
一
）
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群
馬
県
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査

報
告
書
﹄（
二
〇
〇
一
）

北
九
州
市
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
報

告
書
（
第
六
次
）﹄（
二
〇
〇
一
）

岐
阜
県
﹃
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
二
）

京
都
市
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
二
）

長
崎
県
﹃
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
﹄（
二

〇
〇
二
）

高
知
県
﹃
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
三
）

石
川
県
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査

報
告
書
﹄（
二
〇
〇
四
）

愛
知
県
﹃
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
三
）

兵
庫
県
・（
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
﹃
人

権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
調
査
結
果
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
四
）

大
分
県
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査

報
告
書
﹄（
二
〇
〇
四
）

佐
賀
県
﹃
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
四
）

鹿
児
島
県
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識
調

査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
四
）

千
葉
県
﹃
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
五
）

静
岡
県
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査

結
果
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
五
）

熊
本
県
﹃
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
五
）

鳥
取
県
﹃
鳥
取
県
人
権
意
識
調
査
報
告
書
﹄（
二

〇
〇
五
）

三
重
県
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
三
重
県
民
意
識

調
査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
六
）

③
部
落
問
題
を
単
に
人
権
問
題
の
ひ
と
つ
と
し

て
位
置
づ
け
た
人
権
意
識
調
査

埼
玉
県﹃
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査　

概
要
版
﹄

（
二
〇
〇
一
）

滋
賀
県
﹃
人
権
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告
書
﹄

（
二
〇
〇
二
）

富
山
県
﹃
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
四
）

宮
崎
県
﹃
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
結
果

の
概
要
﹄（
二
〇
〇
四
）

島
根
県
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査

報
告
書
﹄（
二
〇
〇
四
）

名
古
屋
市
﹃
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
報

告
書
﹄（
二
〇
〇
五
）

二
〇
〇
五
年
度
以
降
の
調
査

横
浜
市
﹃
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
五
）

大
阪
府
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
府
民
意
識
調
査

報
告
書
﹄（
二
〇
〇
六
）

大
阪
市
﹃
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

報
告
書
﹄（
二
〇
〇
六
）

鳥
取
県
﹃
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
県
民
意
識
調

査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
六
）

名
古
屋
市
﹃
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
市
民
意
識

調
査
報
告
書
﹄（
二
〇
〇
六
）

京
都
市
﹃
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
報
告

書
﹄（
二
〇
〇
六
）




